
設立趣旨書 
１趣旨 

 腹膜播種は、腹腔内を転移経路とする最も予後不良な癌の転移形式の１つに挙げられて

おり、胃癌・大腸癌・虫垂癌・小腸癌・卵巣癌或いは、腹膜中皮種・腹膜偽粘液腫などか

ら、日本では年間１万数千人に発生すると言われています。しかし、いまだ治療法が確立

されておらず、そのほとんどが治療することなく、多くの尊い命を奪われているのが実情

です。そこで本機構代表者が、1993 年に腹膜播種の完全切除と腹腔内温熱化学療法を組み

合せた術式を考案しました。その後、1998 年に世界の腹膜播種専門医らと国際腹膜播種学

会をロンドンで設立し、2005 年の世界シンポジウムで、本治療法が腹膜播種にもっとも効

果のある治療法として認められました。 
 私たちは、この治療法を完全なものにするために、ボランティア活動の一環として、イ

ンターネットでの呼びかけやフォーラムでの普及活動を行ったり、また、医師、研究者、

患者の支援活動を行ってきましたが、この治療法を要望する患者数の増大に伴い、充分な

対応が出来ない問題に直面したため、ボランティアでの活動に限界を感じ、法人化の申請

を行うに至りました。 
法人化することで、支援活動拠点となる確たる組織ができれば、その活動をより一層効

率的に機能させ、更に多くの医師、研究者、患者の支援活動が行え、広く社会に貢献する

ことに寄与できると考えます。 
 

 
２申請に至るまでの経過 

平成 ５年 ２月 腹膜播種の完全切除と腹腔内温熱化学療法を組み合せた術式を考案。 
平成１０年 ６月 世界の腹膜播種専門医らと国際腹膜播種学会をロンドンで設立。 
平成１３年 ４月 スキルスがんと腹膜播種を専門とする Web サイトをボランティアと   
         開設。 
平成１６年 ７月 第１回スキルスがんと腹膜播種フォーラムを開催。 
平成１７年 ５月 国際腹膜播種学会で代表者の腹膜切除術と腹腔内温熱化学療法を組み

合わせた術式が、現時点でもっとも効果がある治療法として認められ

る。 
平成１７年１１月 第２回スキルスがんと腹膜播種フォーラムを開催。 
平成１９年 ９月 設立総会開催。 
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